
PLuS+ FINALでは、HIV迅速検査会MaQも実施されました。
この検査会は、PLuS+ FINALの開催時間中に、メイン会
場の扇町公園特設検査場で採血を行い、およそ1時間後
に近くの検査結果お知らせ会場で検査結果をお伝えする
（ただし、確認検査が必要となった方は、翌日に確認検査
結果を受け取りに再度お越しいただく）というものでした。
 
今回の検査会は限られた時間の中での迅速検査実施の

ため、受検していただける人数には限界があります。そこで、HIV感染の可能性の高い方に優先して受
検していただくため、受検前のリスク確認を行ない、HIVに感染する機会がほとんどなかったと判断さ
れる方や、定期的に検査を受けている方などには受検をご遠慮いただくという方式で行ないました。

受検を希望した方214人のうち、リスク確認の結果、受検することになった方は172人でした。さらに
そのうち3人の方は、途中で受検をキャンセルされたので、最終的な受検者数は169人でした。
この169人の全ての方が検査結果を受け取りに来られました。その中で6人の方がHIV陽性結果で
した。この6人の方は全て同性間の性的接触経験のある男性でした。

169人の受検者のうち147人が同性間の性的接触経験のある男性でした。このうち6人がHIV陽性
結果を受け取ったので、同性間の性的接触経験のある男性の約25人に1人がHIV陽性結果であっ
たということになります。さらに、関西地域在住者に絞ってみた場合は、約20人に1人の割合になり、こ
れまでの様々な調査結果と同じような割合でした。

HIV陽性結果を受け取った6人の方々にはHIV専門医療機関や陽性とわかった方のためのサービス
をご紹介し、全ての方がすでに医療機関を受診されています。


